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近年、多元化合物は新奇物性の発現、エネルギー研究との親和性、計算機の⾼性能化によ
る理論研究との融合により注⽬を集めている。その応⽤範囲は、薄膜太陽電池、透明導電膜、
熱電発電、光電極（光触媒）、スピントロ⼆クスなど多様な分野に広がり、産業との接点も
極めて広い。⼀⽅、多元材料であるゆえ相制御、⽋陥形成の制御などが難しく、また、材料
選択指針が多岐に広がり選択が難しい。材料横断的に多元材料の理解を進めることが、効率

的に研究を進める鍵となる。 

本シンポジウムでは、多元化合物研究の多様な分野に焦点を当て、分野横断的に俯瞰できる内

容のシンポジウムを開催する。第⼀⼈者の先⽣⽅の講演・質疑応答を通じ、多元材料研究にお
ける課題をあぶり出し、どのような開発が今後必要になるかを、聴講者が包括的に理解し､

ヒントが得られる機会としたい。 
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